
                             

 早いもので、今年も残すところ後１ヶ月となりました。この一

年間、大きな怪我もなく健康に過ごせたことを嬉しく思います。 

 これからも、保護者の皆様と連携を図りながら、かわいい 

子ども達の健康管理に努めていきたいと思います。どうぞ宜しく

お願いいたします。 
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薄着でいると、冷たい外気が刺激と

なって、自律神経などの神経系全体

が活発に動くようになります。体温調

節機能も高まるので、かぜをひきにく

く、寒さに対する抵抗力が強い体に

なれるというわけです。 

また、薄着は運動能力の発達を促す

とも言われます。もこもこ着込んでい

ては、動きにくくて活動的になれませ

んね。かぜに負けず、元気に体を動

かしてあそべる子でいられるよう、薄

着を習慣づけていきましょう。 

●○インフルエンザ○● 
 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出

やすくなります。鼻水の他に、発熱、喉の痛み、食欲不

振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があ

れば病院で診てもらいましょう。 

自分で鼻をかめるようになってきたら、片方ずつ、
軽くかむように習慣付けましょう。強くかむと、耳を痛
めてしまったり、炎症がひどくなったりすることがあり
ます。 

また、鼻が詰まっていて鼻水が出ない時は、水分を
こまめにとり、部屋の湿度を調節しましょう。 

鼻水は体を守るために必要なもので、鼻や喉に付いたウ
イルスを排除するために出るものです。また、炎症を起
こした鼻の粘膜を守る役目もあります。 

 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュ
でこまめに拭いてあげたり、鼻水吸引器などを
使って吸い取ってあげたりしましょう。また、頻
繁に鼻水を拭いていると、鼻の下の皮膚が赤く
ただれてくるので、その場合は炎症を抑える
軟膏を塗ってあげましょう。 

咳やくしゃみなどによって感

染し広がる病気で、毎年多く

の感染者が出ます。悪寒、

急な発熱、関節痛に続き、

下痢、嘔吐、咳、くしゃみ、

喉の痛みなどの症状が見られ

ます。放っておくと周りへの

感染を広げるだけでなく、合

併症の危険も伴うので、イン

フルエンザの症状かなと思っ

たら医療機関で診てもらいま

しょう。 

まずは医療機関にかかり、インフルエン
ザかどうか診断してもらいましょう。高熱
や下痢が続くと脱水症状を起こしやすく
なるので、こまめな水分補給が大切で
す。感染力が強いので、発症した後５
日を経過し、かつ、熱が引いてからも３
日間は登園を控え、 

しっかりと自宅療養 

しましょう。 

流行性角結膜炎（りゅうこうせいかくけつまくえ

ん）はアデノウイルスの感染で起こる、結膜炎

の中でも一番典型的な病気で、１～５歳によく

見られます。潜伏期間が８～14 日と長く、目の

充血、多くの目やに、涙に加え、リンパ節の腫

れや痛みなどを伴います。感染力が強いの

で、発症したら医師の指示に従い、許可を得て

から登園しましょう。症状は発病してから１週間

くらいがピークですが、完治には２～３週間か

かります。感染力も強いため、タオル、ティッ

シュペーパー、洗面器など、顔に触れる物の

共有は控えましょう。 


